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知
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得
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潜
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史
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の
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對
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地
位
に
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働
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に
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.
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の
勞
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者
全
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可
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す
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す
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形
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。
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ぅ
ャ
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涉
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は
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業
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し
て
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«
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の
發
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に
於
て
、一
日
の
長
あ

り

と
せ
ら
れ
る
英
國
で
あ
る
。
私
は
同
國
に
龄 

て
、千
九
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十
三
年
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に
委
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て
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に
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、其
れ
等
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員
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律
す
る
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件
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す

.る
事

.實
か
ら
、圈
體
交
渉
ど
云
ふ 

名
を
‘生
ず
る
の
で
あ

0

て
、勞
働
組
合
の
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を
見
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必
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で
あ
る
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考
へ
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ら
れ
な
け
れ
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業
協
約
は

_

體
交
渉
を
經
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、元
來
エ
槳
協
約 

は
個
人
間
の
取
，引
に
，依
つ
て
成
立
し
た
協
約
に
比
較
し
て
、如
何

«

る
程
度
に
於
て
、多
く
の
確

實
性
を
持

.つ
て
居
る
で
あ
ら
う
；

.か
、又
此
協
約
に
大
な
.る
確
實
性
が
備
へ
ら
れ
文
破
棄
の
虞
れ

- 

.. 

. 

•
' 

. 

, 

.

が
多
々
あ
る
こ
ビ
を
免
か
れ
：

.な
い

.と
し
た
な
ら
ば
、之
に
多

く

の
確

.實
性
を
持
た
せ
、協
約
履
行 

の
保
障
を
»
へ

.る

に
は
、如
何
な
：る
方
法
を
以
づ
て
.す
可
き

も
の

で
あ
る
か
、工
業
協
約
は
其
締 

結
の
，當
初
に
於
て
い
は
、多
數

.

*

意̂

思

を
I

致
さ
せ

^
結
果
で
，あ
り
、少
な
く
ビ
も
多
數
潘
の
意 

思
の
斯
る

»

に
存
す
可
き
こ
と
を
推
定
し
た
結

'果
で
あ
る
か
ら
、個
人
間
の
取
引
で
締
結
.さ
れ

た
協
約
に
比
較
し
た
な
ら
ば
、締
結
上
に
困
難
の
伴
う
こ
と
は
常
然
で

'あ
る
。
然
ら
ば
此
困
難

• 

• 

; 

• 

. 

.

. - 

: - 
.

. 

~ 

.

に
俾
ぅ
だ
け

.確

.實
性
を
協
約

.に
持
た
せ
る
こ

'
ビ
が
必
要
で
あ
る
。
殊
に
工
業
協
約
に
於
て
認 

め
ら
れ
た
規
定
は

.個
人
取
引
に
於
け
る
.規
定
の
模
範
に
充
て
ら
れ

る

.
場
'合
が
多
々
あ
る
の
で 

あ
つ
て
、此
點
に
於
て
特
に
注
意
を
拂
は
な
け

:
H

業
協
約
は
之

を

個

A
 

s

u

f

f

i

x

な
ら
の
間

.に：締
結
さ
れ
た
契
約
に
比
較

す

る

气
興
性
質

に
於

C

大
な
る
猶
違

.が
あ
比
性
質
上
の
，相
違
が
協
約
の
實
行
上
に
關
係
を
及
ば
す
こ
ビ
少 

な
か
ら
ざ
る
譯
で
あ
る
。
普
通
の
契

a

で
あ
れ
ば
、其
當
事
者
は
直
接
に
自
身
で
.契
約
を
締
結 

す
る
か
、然
ら
中
ん
ば
代
，理
人
に
契
約
締
結
の
權
限
を
委
任
し
て
之
に

霄

ら

せ

る

の
で
あ

る
。
 

然

る

に

エ
業
協
約

«

勞
働
满
の
爲
め
に
、其
代
表

*

炉
締

.結
す
る
、然
も
勞
働
潘
の
多
數
で
あ

り
、
 

义

に

.勞
11

運
動

の

«

は
れ
.つ

、
あ

る

最
中
に
於
て
、之
を
爲
す

.結
果
、勞

#
者

か
ら
契
約
締
結 

に
.就
て
：委
任
を
辱
る
：こ
ビ
の
困
難
で
あ
る
の

は

勿
論
、自
己
の
代
表
す
る
勞
.働

*

の
意

思

を
知 

る
こ
ど
も
亦
不
可

)

熊
と
さ
れ
る

0

X
業
協
約
の
締
結
者
は
勞
働

*

の
代
表
潜
で
あ
つ
て
、自
己 

の
意
思

に

®
い
て
、協

_

約
を
締
結
す
る
が
、決
し
て
勞
働

^

の
圈
體
力

'
&代
现
を
姿
任
さ
れ
^
の 

で
は
な
ぃ
。

.勞
働
組
，合
が
發
達
し
、組
合
の
幹
部

S

し

T

X
業
協
約
締
結
の
衝
ぶ
當
る
者
が
能

. 

〜

其
，

表

す

る

勞

_

者
全
.體

0
.意
思
を
忖
度
す
る
を
得
た
な
ら
ば
±

.
攀
協
約

0.
條
項
は
其
れ 

に
律
さ
れ
る
勞
働
、者
の
所
盤
に
一
致
し
て
、

«;
-
約
の
遵
奉
を
期
す
る
を
得
る
で
あ
ら
ぅ

0
0

 

R 

.於
て
か
拉
業
協
約
制

.度
ど
勞
働
組
合
ど

.の
間
に
、密
接
な
る
關
係
の
存
す
る
こ
と
を
知
ら
な
け 

.れ

«i
な
ら
ぬ
。
勞
働
者
の
代
表
者

•か
-協
約
を
締
結
し
た
が
、勞
働
者
は
此
協
約
を
尊
重
す
る
意 

思
を
，有

:し
な
い
、些
細

.な
る
出
來
事
を
機
會
ビ
し
て
£

を
破
棄

.し
た
な
ら
ば
、協
約
制
度
の

.價
値

:

第

十

五

餘(

ニ1H

ハ七

)

論耽エ業協約制度‘論ず

 

第
十
レ
七



.
孪

羞

(

一3
六八)

:;
:

論

說

.

.工業
i

制度
I

ず 

八
 

の
如
§
、何
れ
の
邊
に
も
之
を
求
め
る
を
得
な
い
。
斯
る
流
弊
を
避
け
る
に
は
、吾
人
は
勞
働
組 

合
の

«

§

に
'俟
ら

.

.こ
S

を
至
當
ビ
す

.る
。.此
點
に
就
て
は
、前
記
英
.國
調
査
委
員
會
に
於
て
行 

:

は
れ
た
質
間
應
答
を
抄
錄
し
て
、論
據
を
明
に
し
た
い

S

考
へ
る
。

(

質
間
者
は

.調
蜜
委
，員
_
，

 

エ
ッ
チ
、ク
レ
メ
ン 

ト：氏
で
あ
る

}
？

‘

(

問
¥

議

の解
：：

決

，
以

前I

事
S

廢
さ
れ
る
こ

I

禁
止
す
る
成
文
又
；

文
の
規
則

,
>

■

あ
る
か
。
 

■

議

れ

は

不

文

法

で

念

5

實
H

制
度
0

服_

で
t

。
和
解

n

 

i

の
停
廢
を
防
ぐ
：爲
め
に

^

事
停
廢

R

關
す
る
通
知
を
發
す
る
こ
ビ
も
亦
禁
せ

6

れ
て
居
る
か
。

(

答
？

。
斯
る
通
吿
を
發
す
る
こ
ビ
は
、双
方
の
侧
に
惡
感
情
を
懷
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
 

(

問)

代
，表
漭
の
許
对
を

#

な
い
で
、協
約
：を
破
棄
し
た
者
は
如
何
な
る
制
ま
を
蒙
る
か

0

,

(

答)

勞
働
蕃
が

,

:«
組
合
の
許
可
を
得
ず
し

.て
、協
約
の
破
棄
を
通
吿
し
た
揚
合
に
は
赛
働
組 

合
は
勞
働

f

「

向
つ
て
先
づ
通
吿
の
撤
囘
を
求
め
、之
を
聽
か
な
か
り
た
者
に
は
、爾
來
組
合

る

か
_ら
"恵
與
金
を
給
與
し
な

：

い

r
jで
に
す
る

。

.

：
.

：
：

：
'

'協
約
破
棄
の
生
ず
^
場
合 

勞
働
組
合
の

-勢
；力
；殊

R

恵

與

金

の

給

與

を

停

Jh
す
る

こ

W

 

•た

け

で
、エ
業
協
約
が

.維
持
さ
れ 

な

&

ば
、誠
に
申
分
は
な
い
。
惠
與
金
給
與
の
停
业
を
賭
し
て
、エ
業
協
約
の
履
行
を
期
す
る 

ビ
は

®

力

事

態

.を
#-
.
:質

j

天
張
ぅ
に
導
く
の
嫌
.あ

a'
X 

>フ
で

あ
5.
が
、
11
合
所
屬
の
勞
働
者 

組
合

.代
'
表
考
の
締

#

し
，た

.協
約
を

_

奉
す
る
場
合
に
は
、斯
る
金
鱗
上
の
問
題
は
全
然
之
を 

中

.に

®

か
ず
、勞

.働

^

圑

.

@

の
爲

.め
に

"自
己

0

利

，益

を

犧

牲

に

供

する
ミ
沄
ふ
高

i

道
徳
的 

操
の
發
露
に
基
く
こ
ビ
の
あ
る
卜
一
方
に
は
、時
に
少
數
藿
の
，行

1|
に
依
\
又
時
に
産
業
界
に

基
き
、協
約
中
の
條
項
の
解
'釋
に
相
違
が

あ
つ
た
り
、又
は
誤
解

が

あ
つ 

ぞ
見
：る

.

M

ど
：な
し

.

V

し
な
い

。
.
而
.し

て

斯

る

協
約
は
如
何

®
.る

場
合 

る
場
：合
に
破
棄
さ
れ
る
か
ミ
.云

0
>

眼 咏於
け
る
事
情
の
變
化

(: 

た
P

し

て

、協

約

の

破

.棄 

に
遵
奉

.

3れ
、又
如
御
な 

下
.す

こ
ビ

が
出
來
る

o 

.

.第
：1

、組
織
の
杳
輅
趴

約
の

®

*
さ
れ
♦
こ

第
十
五
卷

U

三六九

〕

けV

居
.6
、又
，は
其
不
完
全
で
あ

ビ
が
多
い
。
 

-

論

:

0 

H
.

業
協
約
制
度
を
論
す

ふ

に

事

實

n

就

て,

の

如

斷

案.

を

り
、又
は
其
新
し
い
仕
事
に
於
て
は
：協

第十號
 

九



m
十
五
卷

(

1
三七〇

> 

論

說

エ

業

協

約

制

度

を

論

ず

 

第

十

猇

5
 

第
二
、協
約
が
適
當
な
る
機
關
の
協
議
を
經
て
成
立
し
た
場
合
に
は
、當
事
者
に
依
っ

て
、̂
守 

さ

れ
”る
が
、一
時
突
發
し
た
事
件
に
處
す
る
爲
め
に
、成
立

し

.

た
ょ

5

な
も
の
で

あ

れ

ば
、破
毁 

さ
れ
易
い
。

V

;-
第

B
、協
約
成
立

!.
-の
.
.當
時
に
於
て
は

"當
.事
者
は
善
良
な
る
意
思
：の
.下

に
、協
約
に
調
印
し
た
も 

•

の
で
あ
っ
て

，<

其

趣

意

爹

自

已0

同
輩
に
锨
底

3

せ
て
、之
を
遵
舉
さ
せ
る
ご
.ど
が
不
可
能 

で
.あ
っ
た
な
ら
ば
、協
約
破
棄
の
不
祥
事
に
接
せ
ざ
る
を
得
な
い
。.殊
に
當
面
に
領
議
が
起 

:
っ
て

^

を
解
決
す
る
こ
と
の
必
要
の
目
前
に
迫
っ
て
居
る
場
合
に
は
、當
事
者
は
自
己
の
代 

表
す
る
人
々
，

0

意
見
を
徵
す
る
餘
暇
を
持
た
ず
，他
日
事
情
が
變
っ
て
來
た
な
ら

.ば
、當
然
修 

疋
し
な
け

れ
；
ば
な
ら
な
い
條
件
で
あ

る

こ

と

を
知

^
，
な
が
ら
、斯
る
條
件
を

以
つ

て
、
局
を

結
、
 

ぶ
爲
め
に
、他
白

:̂
破
棄
％
不
幸
に
接
す

る

こ
ど
を

免
が
れ
な
い

o 

丨
楚
等
の
事
情
に
依

0

て
、協
約
を
破
棄
す
る
ニ
ビ

が

疋

し

ぃ

，、
か
、
：也

し

く

な

い
か
は
、別
問
題
と 

し
、
兎
.に

角

或

る

事

情

：の
：
爲

めに
、協
，約

の
破
棄
を

見

る

ょ
ぅ
な

事
實
が

起

っ

て

は
、團
體
交
渉
の 

.下
に

、H

業
協
約
を
成
立
せ
し
め
れ
利
益
は
多
く
之
を
求
め
る
を
得
な
ぃ
、斯
ぐ
て

協
約
の
破
棄 

を
囘
避

.し
、其
存
續
を
謀
る
に
は
•如
何
な
る
方
法
を
以

'
つ

て

す

可

き

か

ど
云
ふ
問
題
が

.生

^

る

の
で
あ

.る

:0
：

:
. 

:
.
.
.

協

約

保

障

の

諸

手

段

.

.
如
上
の
目
的
を
達
す
る
方
法

W

し
て

"第

1

に
主
張
さ
れ
可
き
も
の
は
へ
エ
槳
協
約
に
附
彪
し 

て
、和

«

仲
裁
の
機

.關
を
組
織
ず
る
な

\

又
は
勞
資

#

合
委
員
會
を
：組

.織
す
る
な
り
す
る
こ

’0

 

で
あ
る
。
勞
働
組
合
の
庇
盛
で
あ
る
こ
ビ
の
結

.

果

e

し

.て
、英
掘
に
は
餘
程
以
前
か
ら
、團
體
交 

.涉

♦か
.
行
は
れ
、
一
方

.にH

業
協
約
を
維
持
す
る
方
法

w

し

て
、

和
解

.局
や
、任
意
仲
裁
局

•か
‘
種

々

の
 

:
產
業
に
設
立
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
是
等
機
關
の
運

.用
に
就
て
、最
も
必
製
ビ
.さ
れ 

.一る
■所
の
：，も
の
は
、事
：業
主
：ミ
勞
働
者
ビ
の
間
に
於
け

「

る
.相
互
の

.同
意
で
あ
り
、又
是
等
機
關

Q

下 

し
た
決
定
に
對
す
る
昝

■

潜
の
承
認
で

あ

る
。
.

此
承
認
は
任
意
的
に
與
へ
•ら
れ
可
き
も
の
で 

あ
つ
て
、道
德
上
の
義
務
以
外
に
、何
等

'當
事
漭
に
加
へ
ら
れ
る
負
：擔
を
見
な
い
の
.で
あ
る
。

英
國
で
は
從
來
以
上
の
原
則
で
：、團
體
交
渉
に
依
る
工
業
協
約
は
_
持
さ

‘れ
、自
ら
同
國
產

«
 

界

の

.
，
秩

序

を
#

す
る
規
律

ビ

目
さ

れ
た
。
然
ら
ば
近
.年
產
業
界
に
種
令
の
變
動
の
續
出
し

た

.
 

::
:
.場
合
に
於
て
も
、右
：の
：原
則
^
在
來
の
儘
で
存
續
さ
れ
：可
き
も
の
で
あ
る
：か
、其
れ
ど
も
任
意
を 

*

礎
ど

す

る

和

»

機

!1
:を
補
ぅ
の
に
、或
る
も
の
を
以
つ
て
す
る
の
必
要
は
な
か
ら
ぅ
か
ビ
没 

第
十
五
饴

o

彐
七1y
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十
號
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第十

：I
 

(
一

三七ニ

)

論

魏

m

業協約制度を論す

 

第卜號

 

一二

ふ
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ

-
る
。
此
問

®

は
如
何
な
る
見
地
か
ら
、

»

维
於
可
き
も
の
で
あ
る
か

▲ 

X

^

T業
協
約
の
成
立
は
其
繼
續
に
依
つ
て
、

#

議
の
跡
を
絕
つ
こ
ビ
を
主
'服
ビ
し
な
け
れ
ば 

な

.4
ぬ
0

然
る

R

今
、協
約
が
半
途
に
破
棄

3

れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、其
れ
は
同
盟
罷
業
な
卜

、
X 

.場
閉
鑛
な

^
が

0

つ
て
、當
事

^

を
爭
議

q

渦
中
に

0

込

ん
だ
：i

果
で

*

る

W

認
め
ら
れ
る
。

:旣
に
然
る
以
上
は

£

に
對
す
る
方
策
は
同
盟
罷
槳
な
り
、エ
場
閉
鎖
な
ヴ
に
對
し
て
，適
當
な
る 

麥
決
，を

>
 
す
こ
ビ
の

J
事
に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、寧
ろ

j

步
を
進
め
て
云
へ
ば
、工
業
上
の 

爭
_

を
；平
和
の
間
祀
解
決
す
る
機
貪
を
多
く
す
る

.爲
め
に
、爭
議
解
決
の
機
關
を
常
設
し
、エ
擊 

®

約
の
破
棄
さ
れ
る
以
前

k
、解
決
の
道
を
下
す
方
法
に

.出
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
現
に

fa
l
 

の
程
度

^

於
て
、組
織
の
行
は
れ
て
居
る
產
業
で
あ
れ
ば
、爾
銀
、勞
働
時
間
.其
他
の
條
件
に
關
し 

て
爭
議
の

.起
，つ

^
:場
合
に
；は
、當

.事

.者
が
，其
解
決
に
從

.つ
て
、居
る
間
は
、れ
事
を
停
廢
し
な
い

S 

.云
ふ
條
項
を
双

.方
當
事
者
間
に
協
定
し
て

.置
い
.
で
、緩

.々

解

決

に

着

手

す

，る

次

第

で

あ

る

。

然 

其
傲
決
が
何
時
に
爲
つ
て
成

.立
、す
石
も
の
で
あ
る
か
、丼
時
が

_

途
不
定
で

.あ
る
一
方
に

#
 

樣

審
は
何
時
ま
で
も
從
前

通

P

の
條
仲
で
：仕
事
を
繼
續

し
、然
も
此
間
エ
業
協
約
を
筲
重
す
る 

潙
め

R
、同
盟
罷
業
を
企
て
、
は
な
ら
ぬ
ビ
云
ふ
こ
ど
は
、自
然
勞
働
運
動

0

自
由
を
柬
縛
ナ
る

嫌
を
生
：

ず

る
。
,

此
自
由
を

®

重
す
る
に
.

解
決
を
下
す
時
に

-

1

十
日
と

か
、
六
十 

よ
ぅ
な
制
限
を
置
&
、此
细
間
の

.經
過

'後
'に
於
て
は
、當
事
翁
'を
し
て
谷

自
.

の
；
認
め 

す
：る
.行
：
動
.
に

出

で

し

め

る

の.，自

由
.を
.復
.
活
.さ

，.せI
る
.
.
^
.
.
と
を
必
要

^

o

す
る

.
0
で
あ 

斯
る
制

.限
期

_

內
に

|於
て
、赏
，事
者
の

'意

思

が

J
:

致
し
な
い
で
、協
，約
の
破
棄
さ
れ 

す

る

準

備

が

當

事

：者

，の

r

方
又
は
双
方
に
依
つ
て
、講
じ
ら
れ

」

た
な
ら
ば
、却
つ
て 

後
に
起
る
爭
議
を
劇
烈
に
す
る
處
れ

^

き
を
得
な
い

C:

之
に
對
す
る
用
怠
ミ
し 

備
中
即
：ち
爭
議

停

止
■期

閘

內
；に
，於

て
、當
事

.遨

が
爭
議
に
對
す
る
準
備
を
す
る
こ 

る
、例
人
ば
事
業
主
が
勞
働
組
合
に
娣
し
な
い
勞

*

者
：を

.
糾
合
す
る
ミ

S

働
組 

生
よ
り
高

$

醵
金
を
徵
收
し
始
め
る
ど
か
云
ふ
よ
ぅ
な
所
業
を
禁
じ
な
け
れ
ば 

で

あ

る

。

■

:

,

.

、

 

.

H

業
協
約
^
强
傲
仲
裁

：

H

業
協
約
が
破
.棄
さ
れ
る
場
合
に
、之
に

■

し
て
利

*

の
關
係
を
持

.つ
#
は
獨 

か
り
に
止
ま
ら
な

::
い、斯
，る

.爭

_
 
.の
生

f

る
エ
業
の

■

類
に
依
つ
て
は
.、社
會
全

©

窖
遨
穴

&

ざ
る

'
を
，得

;̂
い
。
旣
に
和
解
制
度
が
存
立

L
、x

勞
資
罾
，者
の
聯
合
會
議
が

#
丨
十
五
潘
.

(

5

七
三)

'
 

論

魏

X
業
'協
約
制
度
を
論
す
 

.
第
十
號 H

ビ

&

云.
ふ 

て
可

が

P 
€ 

る
。
而
し
て 

た
場
合
に
處 

協
約
破
棄
の 

て
は
、解
決
寧 

ど
を
禁

11
:

す 

合
が

0

に
平 

な
ら
な
い

®

が b 

大 當

^ 組 な 事  
三 織 る 裁  

? 被 ば



羊
茧
怨

.(

一
三
七
四

)

論

說

エ

槳

協

約

制

度

を

論

で

 

第
十
號
一
四 

れ

た

e

し
た
所
で
、其
決
定
に

M

し
て
，當
事
者
が
飽
く

 

$
で
も
異
議
を
唱
へ
た
な
ら
ば
，エ
業
協 

約
は
破
棄
さ
れ
、其
結
果
ヒ
し
て

.必
中
勞
働

•

議
の
酸
さ
れ
る
こ

e

を
免
か
れ
な
い
。
然
も
北 

場
合
に
領
讖
の
企
劃

^

れ
る
に
先
だ
つ
て
、尙
ほ
一
度
當
事
者
を
し
て

^

和
的
關
係
の
存
續
に

顧
念
せ
し
め
よ
う
と
す

.る
に
は
、如
，何

-な

.6
機
關
を
以
つ
て
す
可
も
の
で
あ
る
か
ど
云
ふ
間
題

. 

.

.

が
生
ず
る
。

'之
に
對
す

.る
方
法

.ビ
し
て
は
、和
解
局
な
り
、聯
合
.委
員
會
な
ぅ

.で
、擧
件
の
解
決
が 

膠
着

'1
,
て
、如
何
：と
も
爲
し
雛
き
狀
況
に
陷
つ
た
際
に
、社
會
全
體
の
利
害
を
代
表
す
る
或
る
權 

威

、を

し

て

事

.件

を

解

決

さ

せ
る
機
會
を
與
へ
る
、之
を
解
決
す
る
材
料
ミ
し
て
、當
事
潜
を
し
て 

其
.權
威
者

.に
向
つ
て
、事
件
を
說
明
せ
し
め
る
機
會
を
供
へ

る

.

こ
ビ
を
必
要
ビ
す
る
の
で
あ
る

- 

此
方
法
よ
り
も
更
に

1

步
を
進
め
た
も
の
は
、强
制
仲
：裁
制
度
を
實
行
す
る
こ
ど
で
あ
る

o:

维 

0

を
：急
速
に
解
決
し
、

「

日
一
決
定
さ
れ
た

X

業
協
約
を
何
處
ま
で

も

確
實

R

實
行
し
よ
う
、之
を 

■實
行
す
る
に
就
て
、當
事
者
に

.多
少
の

.不
服
が
あ
つ

た

ビ
し
て
も
、或
る
期
間
之
を
壓
倒
し
去
る 

こ
ビ

/を
辭
し
な
い
ビ
云
ふ
よ
う
な
場
合
に
は
、强
制
仲
裁
制
度
を
施
行
す
る
こ

ビ

も
、亦
道
.理
あ 

^
と
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
し
、或
る
種
類
の
產
業

^

對
し
て
，或
る
時
期
に
臨
ん

で

，
此

種
の
制
度

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
I 

- .
. 

• 

.
-
;
, 

. 

.
'

.
•:
•
.
.
. 

- 
一;
;
'
.
.

.

, 

-
.

.を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ど
も
あ
ら
う
が
、之
を
一
般
の
産
業
に
適
用
す
る
と
云
ふ
問
題

に
爲
れ
ば
其
以
前
に
、別
に
爲

す
へ
可
き
所
の
あ
る

こ
S

は
、吾
人
の
注
目
を
要
す
る
所
で
あ
る
。

• 

. 

I 

1
.
.
.
.
.

圓
.
.
.
.
，

 

> 

;

斯
る
理
由
に
裁
き
、英
國
で
は
歐
洲
戰
爭
以
前
ま
で
、エ
業
協
約
の
履
行
を

' 
保
障
す
る
方
法
と 

し
て
、强
制
仲
裁
制
：度
を
梂
用
す
る
こ

k

に
は
、一
般
に
反
對
論
の
方
が
强
か
つ
た
の
で
あ
る
。

H

に
揭
げ

る
は
，千

九
；百
十
，：ニ
年
七
月

ニ

十
四
日
ロ
ィ
ド
、

デ

ョ
ー
ジ
氏
、

か

下
院
に
於
て
述
べ
た 

恩
見
で
あ
つ
て
、當
時
に
於
け
•る
政
府
の
®
見
を
代
表
し
た
も
の
で
あ
る

0

行
政
部
は
雜
査
ヒ
和
解
と

0
以
上
に
、何
等
の
權
、限
を

持
た

な

い

。

今
日
ま
で
輿
論
は
是
等 

.

.以
外
の
新
し
き
權
限
に
反
對
し
た
。

.若
し
も
行
政
部
に
し
て
和
解
以
上
.に
步
を
進
め
る
く 

し
た
な

&

ば
"其
れ
は
强
；制
で
あ
つ
て
、而
し

'て

强

制

は

双

方

-;
0

侧
坏
加
へ

ら
れ
な
け
れ
'ば
な 

ら
ぬ
。
然
し
な
が
ら
各

別
：の
場
奋
に
就

V
、

立
法
を
制
定
す
る
こ

w

は
、困
難
で
あ
つ

て
、

一
般 

的
に
取
扱
ふ
こ
ご
を

®

す
る
。
今
や
輿
論
は
一
方
の
當
事

*

を
し

.て

_

饿

R
陷
ら
し

$

1

 

他
方
の
當
.事

#

を
し
て
產
乘
を
破
壤
せ
し
、

■め
す
し
て
、爭
議
を
解
決
す
る

.方
法
を
設
け
，ふ

こ 

ビ，の
必
要
を
認
：め
る
に
至
つ
た
。
或
は

.特
殊
の
立
法
を
制
定
し
な
け
れ
ば
、此
目
的
は
成
就 

.姿
れ
な
い
か
も
知
れ
な
：い
が
、斯
る
立
法
の
制
定
以
前
に
於
て
#

人
は
爭
議
に
對
す
る
決
定 

の
厲
行
，さ
れ
る
方
：法
；

Q

存
す
る
こ

-
ど
を
必

.耍
ビ
考
へ
る
。

第十五

潘

.2

三七芄

)

論

說

X

業
協
約
制
舆
£
_
す

 

第十號一五



ら

v
;

第
十
五
溜

.

2

H七六)

.V

論

m
. 

H

缆
協
約
削
度
を
謫
ず
 

第
卞
贫

.

邯
ち
當
時
に
於

-1
:
.は
、英

國

政
.府
は
絕
對

R
强
制
仲

.裁
制
度
を
囘
避

-し
•其
以
外
に

. 

を
®

行
：
す

る
.
に
M

ら
し
め
，

i

保
腾
を
求
め
た
の
で

あ

る
。
歐
洲
戰

#

中
軍
需

x

m
 

裁

制

度

'
の
適
.用
を
見
た
以
上
は
、此
爾
に
關
す

る

K

府
の
所

I

に
も
、自

&

變
動
を
來 

で

^

ら

う

が

、
鬼

に

角

右

.の

見

解も

確
に

一
の
見

識

^

し

て

、
推

す
R

足

办

る
。
然 

題
と
し
て
此
點

に

如

何

な

る

方
法
が

あ

る

で

あ

ら

5

か
。、

.
1
: 

H

業
協
約
保
障
法 

H

業
協
約
の
履
行
を
碰
保
す
る
方
法
と
し
て
、之
を
現
在
の
制
度
の
，

內

に
求
め 

1

つ
は
事
業
主
の
侧
に
於
て
、將
た

.又
勞
修
者
の
侧
杧
於
て
、圓
結
を
，鞏
固
に
す
る 

つ
て
、
^

し
も
契
，約
；
Iの
履
行
に
就
：て
、强
制
を
加
へ
る
と
し

^

な
ら
ば
、組

®

の

T

可 

其
不
充
分
で
あ
る
場
合
に
限
っ
て
、爲
す
可
き
で
あ
る

o

即
ち
此
問

0

に
關
す
る 

如
き
嵇
類

^

概
括

^

れ
る
の
で
あ
る
。

 

、

:

‘
ニ

)

完
全
在
る
猶
顧
は
省
約
の
麟
行

^

關

し

，て
、
立

法

上

の
 

こ
く 

U

一)

完
全
な
る
駔
織
さ
へ

k
 

f
し
衣
な
ら
ば
、立

法

や
、金
餞
上
の
保
瞪
や
、刑
罰
は 

;

-

と

^

る
程

"協

a

ば
完
全
に
實
行
含
れ
る
こ
ち

能 の た

ば し （こエ 
實 n 强 業  
際 次 制 協 六  
間 第 伸 約

で 一 な  
あ 事 ら  
b で ば  
又 あ 其

M

論
は

左
の

總
て
不

必
要

(

三)

特
に
組
織
の
困
難

で
あ
る

場
合
：に
、.一
の
仕
事
，
な
り
、又
は

.
一
の
地
方
な

&

を
通
じ
て
、任

M 

;

の
契
約
を

一

般
は
麗
行

.す

.る
に
は
*
法
上
の
强
制
を
施
さ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

こ
ビ
、

之
dを
英

.國
の
寶
例

‘に
へ
就
て
見
る
に
、製
鋼
業

.に

於

け

る

如
.
く
、事
業
主
な
り
、勞
働
者
な
ぅ
の
組 

合
が
有
力
な
る
地
位
に

居
ら
、
關
，係
者
の

大

部

分

‘を
其
、組
合
內
に
網
羅
し
て
居
る
場
合

に
は
、エ 

業
協
約
の
破
棄
ば

.殆
ど

'
實
際
に
起
ら
な
い
し
、又

稀

に
起
つ
.ぬ
と
し
て

も
、事
業
主
組
合
又
は
勞 

働
組
合
の
處

«

に
«

て
、協
約
其
も
の
に
懷
修
を
加
へ
る
道
も
あ
る
が
、麵
包
製
造
業
の
如
き
、勞 

資
双
方
の
側
に
於
て
、紐
織
の
不
完
全
で
あ
る
事
業
に
於
て
は
、

®

約
破
棄

.
の
場
合
に
、双
方
の
側 

に
於
て
、之
を
補
修
す
る
，たけ
の
實
カ
の
缺
け
て
居
る
爲

.
め
'
に
、常
に
協
約

.の
存
續
を
脅
か

3

れ 

る
の
で
あ
る
。
斯
る
雨
極
端
の
；特
徴
を
持
つ
た
諸
種
の
產
業
の
外
に
、組
織
の
程

.度
に
於
て
中

. 

，間
に
；位
す
.る
^
0
見
：る

可

き

幾

多
0

產
業
，か

•*
る
。.
如
.何
な

る

產

業

力
.是
：等

三
®

の
孰
れ
；に
胸 

す
る
が
，は
，姑
く
別
，問
題
と
.しV

，

兎
に
角
組
織
が

^

全
で
あ
つ
て
、協
約
の
履
行
に
就
て
、外
部

Q

 

援
助
を
要
し
な

.
い
.も
の

^

、組
織

0

不
完
全
で
あ
る
爲
め

R

'外
部
の
援
助
を
製
す
る
も
の
ど
の 

ニ
ク
：が
あ
る
、而
し
て
外
部
の
，援
助
と
云
ふ
の
は
、如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、第

 

一
m

德

'J
1

の
義 

務
、第

1
1金
餞
上
の
罰

^

第
三
協
約
破
棄
の
際
に
於
け
る
援
助
の
禁
±
、第
四
金
餞
上
の
保
證
等 

第
十
五
潴

(

1
;3
七七)

:

論
，：骶

H

業
協
篇
度
が
論
す 

.竿

號

.

1

七
.



莩
五
卷
ハ

i
:H
七八)

論

說

エ

_

|
制度％論す

 

李

魏

X

 

を
擧
げ
る
乙

^

が
出
來
る

。
.

；
'

Jk
德
上
の
讓
務
を

$!
•
奉
す
る
觀
念
を
當
事

*

に
鼓
吹
し
、斯
く
て
協
約
の
.履
行
を
保
隙
す
る 

云
ふ
の
は
誠
に
高
尙
な
る
計
畫
で
あ
る
こ
ビ
を
失
は
な
い
が
、如
何
な
る
程
度
ま
で
當
事
卷 

の
道
德
的
義
務
に
信
賴
し
得
る
か
ビ
云
ふ

0

 

0

に
爲
れ
ば

^

人
も

^

確
な
る
答
辯
を
與
へ
る 

に
窮
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

::
.斯
く
ズ
協
約
赓
行
の
保

1®
ビ

し

て
、之
を
破
毀
し
た

«

に
罰
金
を
課
す 

る
こ
と
を
必
要
爷
す
'る
蘇
が
認
め
ら
れ
る
。

然
し
之
に
對
し
て
は
反
對
說
も
あ
れ
ば
、

又
罰
金 

刑
其
，も
の
を
，無
勒
ビ
す
名
說
も
あ
る
。

即
ち
個
人
に
課
せ
ら
れ
た
罰
金
は
組
合
で
代
辨
し

、|1
1 

合
に
：課
せ
ら
れ
次
罰
金
は
®
合
員
た
る
個
人
に
就
て
、徵
收
す
る
方
法
が
行
は
れ
た
な
ら
ば

、fi
l
l 

金

は

個

人

に

取

つ

て

：も
、組

合

^
.収

つ

て

.も
’痛

痒

を

與

へ

る

に

足

ら

な

い

の

で

あ

る

。

或

は

^
！
 

人
に
對
す
る
罰
金
を
實
質
的
の

.
も

0

穴
ら
し
め
る
に
は
、協
約
破
棄
の
責
任
あ
る
事
業
主
は
事 

業
主
組
合
か
ら
、同
樣
の
責
任
あ

る

勞
.働
者
は

.勞

働

組

合

か

ら

其

れ

除

名

す

る

Z

ビ 

> 

す 

.る
の
が
至
當
で
あ
る
す
云
ふ
說
が
行
は
れ
る
。
事
業
主
の
組
合
か
ら
除
名

3

れ
る
こ
ビ
は
、彼 

に
取
り
て
必
ず
し
も
重
大
な
る
負
擔
で
は
な
い
が
、勞
働
蒋
が
勞
働
組
合
か
ら
除
名

3

れ
る
こ 

ビ
は
今
後
就
職
上
に
於
け
る

j

切
の

ff
i

S:
を
奪
は
れ
る
ば
か

6

で
な
く
、勞
働
組
合
所
曝

^

に

j

一一
 

g
_

g
靈

i

Z

M

M

l

i

i
墨

一I
I

III5

一.i

i

a

—

 

a
—

a
a
—

'し
て
組
合
外

0'
者
：と
典
に

势

働
し
な
い
方

.針
を
取
る
以
上
は
、殆
ど
.就
職
上
の

機

會

.を

杜
絕
さ 

れ

た

ヒ

同

j

の
結
果
：を
生
ず

.る
。

斯
る
嚴
罰
を
勞

'働
^
に
加
へ
る
こ
ど
が
疋
し
き
道
で
あ
る 

や
否
や
に
就
て
は
、考
量
の

.餘
地
を
存
す
る
の
で
あ
る
。

假
に

H

業
協
約

:̂
破
棄
し

^

勞
働
潘

k
.
.罰
：金
：刑
を
課
.す
る
の
が

.潭
當
で
あ
る
と
し
て
、邦
則 

金
は
個
人
に
就
け
徵
收
す
河
き
も
の
で
あ
る
か
、勞
働
組
合
に
就

T」

徵
收
す
可

き

も

の
で
あ
る 

か
、組
合
は
斯
く
組
合
，に
就
て
徵
.收
さ
れ
：た
0

金
を
個
人
を
.し
て
賠
還
せ
し
む
可
き
も
の
で
あ 

る
：か

.

w
1
K
.

ふ
問
題
を
生
ず
る
。

.元

.來
工
業
協
約
は

^

働
者
の
勞
働

U

對
す
る
責
任
を
®
ん
せ 

し
め
る

.趣
：意

^

胚
胎
，す
，

'る、個
人

 

'をし
て

 

一
#

上
の
責
任
を
直
接
に
感
せ

.
'し
め
る
に
は
、假
令

a 

罰
金
が
鈕
合
に
依
つ
て
、支
拂
は
れ
た

e

し
て
も
、個

A

に
就
て
、之
を
賠
還
せ
し
め
る
こ
ビ
を
以 

つ
て
、毋
し

5

方
法
ど
し
な
け
れ
ば
な
ら
の
。
然
し
勢
働
組

.合
の
組
織
が
繁
固
で
あ
つ
て
、砠
を 

e

組
合
員
ビ
の

.間
に
何
處
ま
で
も
死
’生
を
共
に
す
る
だ
け
の
訓
練
が
行
は
れ
て
居
る
か
ど
ぅ 

か
：。
'
,若
し
も
此
訓
練
が
組

^

居
ら
な
け
れ
ば
、組
.合
員
は
罰
金
を
賦
課
さ
れ 

る
ょ

5
,も

寧
.ろ
組
合
を

:|
»

退
：，し組
合
所

0

外
の
勞
働
卷
ビ
し
て
、職
業
を
求
め
る

乙

€
を
便
刺 

で
あ
る
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
罰
金
額
は
事

1

の
糊
類
に
依
つ
て
も
簿
へ
ば
、

ff
i

件
の
性
質
に 

.̂
'
4
-36
:
^
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務
擔

當
委
員
の
'許
可
を
得
な 

に
對
す

る
よ
り
气
罰
傘
を

®'

■
-.. 

‘第
十
五
，儉

(

1
1
ニ
八
〇)

論

E

:

:1
I

業
協
i

度
^
論
す

依
つ
て
；も
違
う
。
；普
通
勞
働

ii
合
所
：屬

0
.勞
働
荞
が
組
合
.業 

で
行
つ
た
破
棄
に
對
し
て

K

£

可
の
下

R

行
は
れ
た
破
棄 

す
る
办

^

至
當
で
あ

〕

る
。
'.
:
卜

',
パ

協
約
騰
棄
者
に
對
し
て
、普
通
の
場
合
に
於
て
、

ft
合
の
與
へ 

.
い
と
云
ふ
こ
ビ
は
、一
旦
成
立
し

 

'た
工
業
協
約
の
存
續
を
_

る 

M !
を
：强
く
ず
る
所

.以
に
外
な
，ら
な

(

い
。
要
す
る
に
園
體
交
涉 

方
に

*

,

主
組
合

.あ

卜

、
他
一
の
：

1
.

方
^)

勞
働
組
合

A

る
工
業
國

ビ
爲

o

て
@-
る
0.
で
あ
ク
て
、其

^

義
を
維
持
す
る
こ
ぐ
し
の
希

.a

す
可
き
所
で
あ
る
は
、論

i：
1
俟 

S

な
い
。

_
隨
つ

-r
協
約

0

締
結
■を
妨
害
す

る
ょ
う

な
提
案
は
總
て
之
を
排
斥
し
な
け
.れ
ば

な 

ら
ぬ
。
金
餞
上
の
刑
罰
を
課
し
て
、協
約
の
厲
行

.を
謀
ら
う
ど
す
る
己
ご
の
如
き
、或
は
勞
働
蒋 

を
し
て

0
0 

0

に
於
て
承
認
し
得
る
協
約
で
あ

ク
て
も
、之
に
加
入
す
る
こ

€

に
、躊
縫
せ
し
め 

る
に

_

る
虞
れ
な
し

&

し
な
い
の
で
あ
つ
て
、此
點
'に
於
て
非
難
の
生
じ
る
こ
ど
を
免
か
れ
な

可
き

金
錢
上

の
援
助
を
與
へ
な 

點
か
ら
見
れ
ば
、勞
働
組
合
の
訓 

に
基
く
エ
業
協
約
の
締
結
は

1, 

に
於
そ
は
、

R

寒
生
活
の
一
恶
素

罰
金

^

賦
課
に

1

步
を
進
め
た
も
の
は
、保
磴
金
制
度
で

.
あ
.
り
て
、當
事
栽
を
し
て
豫
め
.或
る

金
额
を
供
託
さ
せ
、協
約
を
破
棄
し
た
場
合
に

£

を
沒
收
す
る
こ

S

、
し
た
な
ら
ば
、以
つ
て
協

. 

.

. 

.

.
I:
. 

. 

' 
. 

.

. 

■ 

■ 

-
I 

■

.
 

,
 

y 

■.

約
の
遵
奉

.に
資
す
る
で
あ
ら
う

S

主
張

3

れ
る
。
然
し
な
が
ら
此
方
法

‘に
對
し
て
は
、一

一

つ
の 

點
か
ら
非
難
を
加
人
る
こ
ビ
を
難
し

^

し
な
い
。
第
一
保
證
金
は
旣
に
其
支
出
^
れ
た
曉
に 

'は
、-組合
に
對
し
て
は
別
途
の
資
金
ビ
し
て
取
扱
は
れ
て
居
る
の

で

あ

る

か
ら
、之
を
沒
收

S

れ 

犮
'所
で
、
®

’接
に

'.1
:

般
資
金
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
ど
、必
ず
し
も
大
な
る
も
の
で
な
い
、隨
つ
て
組 

合
a
.
は
.
.其
得
喪
を
念
ど
し
て
、協
約
に
對
す
る

.態
度
を
二
三
に
す
る
も
の
で
な
い
，第
こ
保
®
金 

に
依

®

し
て
、協
的
の
履
行
を
期
圖
す
る

.
の
.は
、當
初
か
ら
當
事
者
.の
意
思
に
疑
惑
を
懷
い
た
結 

果
で
あ
つ
て
、斯

0

如
.き
は
決
し
そ
當
事
者

'
の
道
德
的
觀
念
を
向
上

^

せ
て
、之
に
依
賴
し
よ
う 

ビ
云
ふ
根
本
の
信
念
に
ニ
致
す
る
も
の
と

*

す
る
を
得
な
い
。

最
：
後
に

攻
究
を

要
す
る
は
、エ
業
協

約

0
有

効

_

阢

であ

る
。
普
通

' 
此
協
約

に
は

一
定
の
期 

限
が

V

あ

o
.
、TU
し
，て

W-
期
限
の
短

か
き
も
の
は

一

年
で
、長

き

も
の

は
..

五
年
に
も
及
ぶ
。

舞

短
孰 

れ
，を
問
は
ず
，此
期
限
の
來
る
或
る
時

白(

十

四
日
の
短

&

よ
う

六
個
月
の

f
i
p
に
亘
る

)

の
以
前 

に
於
：て
、當
事
者

.の
；
.

|

方
は

.變

K

•又
は
：
廢
止
の

意

風
を
'表
示
す

る
を

得
る
こ
ビ

、
す

る

の
が
協 

.約
の
*
實
を

保
っ
所
以
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し

右
に
揭
げ
ね
五
年

ビ
云
ふ
よ
う
な

期
限
は
從 

.

第
十
五
卷

(
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ニ

ニ

來
實
行

3

れ
て
居
る
協
約
中

^

存
す
る

.比
較
的
永
き
時
期
で
あ
つ
て
、今

W

の
如
く
產
業

ft
會 

に
拳
劇
の
變

-®
の
生

‘ず
る
乙
ビ
の
頻
繁
な
る
場
合
に
於
て
は
、期
限
は
餘
程
之
を
短
か
く
し
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
或
は
雄
築
業
に
行

.は
れ
て
®
る
ょ
ぅ

R
、協
約
其
も
の
、
期
限
は
全
然
無
切 

.に
延
趁

^

せ
啪
當

S

の
' 
六
個
月
前
に
發
す
る
通
吿
に
依
つ
て
、廢
棄
さ
せ
る
こ
匕
、
す
る
が 

如

&
.、極
端
な
る

^

例
も
亦
道

.理
あ
ヶ
ビ
考
ベ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ソ
我

‘國
挖

,

w
る
實
際
問
；

題

，

X

業
協
約
は

I

 

0
の

へ

制

辟

之

を

見

れ

ば

、我
國
に
於
て
は
未
だ
現
實
の
，問
題
を
以
つ 

て
収
扱
ふ

を

得
な
い
。
::

:;然

し

勞«

組

合

は

旣

に
# !

常

の

發

達

を

遂

げ

る

に至
つ

た
一

方

K

、
組

 

明

：
に

圏

：
體

交

：
興

權

：を

耍

求

し

、事

業

主

：：亦

：之

を

ff
i

合
に
許
す
に
至
つ
た
。
旣
に
我
國
の
勞 

.

姐
合
に
し
て
圏
體
交
涉
を
事
業
主
に
試
み
る
こ
：ビ

^

爲
つ
た

w

し
た
な
ら
ば
、彼
等
は
何
を 

交
渉
の
：主

/a
る
恶
件
ビ
す
る
で
あ
ら
ぅ
が
。
其
交
涉
の
耍
仲
ど
し
て
、私
は

*

の
數
項
を

a

げ 

る
を
-得

' ^

o

へ「
I

賃
.銀
.

(

支
拂
方
法
、個
：數
賃
：銀
士
時
湖

»

銀
、集

«

的
個
數
賃
餵
、

J

集
圓
內
に
於
け
る
賃
銀
分 

' 

.
®法)

.

1

r

t
銀
變

si
法(

ス
ラ
ィ
デ
ィ
ン
グ
、ス
ヶ
ー

三
、勞
働
時
間

(

超

®

時
間
の
勢
働
に
對
す
る
支
拂
、夜
業
に
對
す
る
支

.挪
、超
過
時
間
の
勞
働
に

對
.す
：る

.制
限

}
.'-
'
:

:

.

'
:四
诞
他
の
諸
問
酿

{使

俯

さ

れ

、
る
：
勞

働*

の
負

»

不
景
氣
時
代
に
於
け
る
仕
事
の
分
配
轄
.働

溝
に
依
る
壮
事
の

.，分

界

、
靑

少.年
勞
働
着
の
就
職
に
、對
す
る
制
限
、仲
裁
和
解
に
關
す
る
制

■

.度)
： 

. 

：

:

:
以
上
は
圈
體
交
渉
ゆ
一
最
も
發
達
し
た
英
國
に
於
て
、其
交
渉
の
要
件

ビ

し
て
、擧
げ
ら
れ
る
所 

で
あ
る

。

隨

つ

て
我
國
が
，今
日

_

體
交
涉
の
下
に
、エ
業
協
約
を
締
結
す
る
と
し
て
.必
ず
し
も 

..̂
■
U4.:

の
帮

.項

0.
を
盡
く
協

-約
.
^
.
.
網
.
.
.
»
す
る
を
要
：し
：な
い
然
し
贊
銀
と
勞

■働
時
間
と
の
ニ
«
は 

協
符
の
，條
件
中
に
缺
く

.可
か

ら

ざ
る
も
の
で
あ

b
rHn
し
て
是
等
が
協
約
の
要
項
と
爲
る
以
上 

は
、工
業
協
約
制
度
の
行

”は
れ
る
こ

S

は
'

國
の
勞
働
條
件
を
確
實
に
し
、次
第
に
興
程
度
を
向 

上
せ
し
め
る
乙
：

W

、
爲

&

'
方
に
和
解
仲
裁
制
，度
が
エ
，業
協
約
に
關
聯
し
て
•設
立
さ
れ
る
こ 

X

は
、我
國
に
於
て
將
來
起
る
可
き
勞

®

#
燄
の
面
目
に
或
る
變
化
を
與
へ
る
、に
足
り
る
で
あ 

ら
ぅ
。
勞
働
組
合
が
團
體
交
渉
を
主
張
す
る
以
上
は
£

を
し
て
一
個
の
空
漠
の
鰥
明
に
終
ら

H
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槳
協
傭
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^
論
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し
め
ざ
る
の
覺
悟
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、國
家
の
立
法

げ
の
援

：
助
を
與
へ
夺
：け：

「

れ
ば

^
ら
な
い

の
で
あ
る
。
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■

H

業
協

^
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:關
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、
硏
究
資
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勞
働
組
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殊

！ 1

圑
體
取

91
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論
じ
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0
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論
文
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求
め
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れ
る
が
、私
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ド
茁
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四

.

も
亦
圓
體
交
渉
の
圓
滑
に
行
は

rl
.る
だ

力

ル

ド

ォ

の

通

貨

論

(

三
、完

)
信

__ I 4

十

Hi 

■

Ricardo 

の
主
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Prindpks 

of Political 

E
c
o
n
o
m
y

 

and 

Taxation, 

1
8
1
7
, 

(3rd 

edition 

J0O
2
I 
ン
ょ 

通
貨
原
现

--
0

上
に
於
て
は
旣
揭
小

ff
i

子
中
に
述
ぶ
る
と

'
J

ろ
以
上
新
に
加
ふ
る
ビ
^
ろ
寧
ろ 

*

だ
®

し
。

其
中
に
在

.ヶ
：て

稍
i
注
目
す

へ
べ.
き
は
、

全
卷
の
樞
軸

.を
な
せ

.る
價
瞭
，學
說

の
、貨
幣
傘 

屬
：の

.價
値
に
對
す
る
適
用
是
な

.り
。
' Ri

c
a
r
d
o

の
所
謂
勞
働
價
値
說
は

)

そ
の
旣
に
.一
八

 

一
S
年 

の
著
 Influence 

of a 

L
o-̂Price 

o
f 

cor
n
'
o
n

 the 

Profit 

of stock 
中
に
述
ぶ
る

 

vj 

こ

ろ

こ

し

て

、

「

，
一il

1貨
物

〈

の
.
_交
換

.價

：値
へ
.は

^

の
生

‘產
の
困
難
增
加
す
，る
每

'に
騰
貴
す
。
；
さ
れ
：ば
，％

!)
"

多
く
の
；勞

11
5
 

が
必
要
な
る
ょ
ぅ
し

‘て
穀
物
生
產
上
に
新
た
な
る

_

_
を
生
じ
た
る
に
、

I
.

方
傘
銀
布
麻
布
等 

を
生
產
す

.、る
爲
め

K
.要
す
る
勞
像
は
增
加
せ
す
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